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Ⅰ　実用が息を吹き返すように，
































（4） 長谷川博，2020 年 a，45～69 頁。
（5） Dretske,F.,1988．
（6） E.マランヴォー／林俊彦訳，1981 年，7 頁。
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（鷹）が鷹（鳶）を生む，瓢箪（駒）から駒（瓢箪）」，「他人の空似」という「同一／差異」
（テセウス船）のパラドクスには，2 次（DC）化
4 4 4 4 4
（9）も踏まえたところの















































































（23） プラトン／藤沢令夫訳，1994 年，45～46 頁。
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（34） 長谷川博，2013 年。以上の図 1 を参照されたい。
（35） H.L.ドレイファス／門脇俊介監訳・榊原哲也ほか訳，2000年。以上のハイデガー解釈に基づく。
（36） A.スミス／高哲夫訳，2013 年，608 頁。
（37） 長谷川博，2020 年 b。図 3 を参照されたい。
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Ⅳ　社会進化にとってタオは果たして非合理なのか






























（41） 孔子／金谷治訳注，1963 年，28 頁。以上には選択という概念自体がないと以下がいう。Fingarette,H.,1972.
（42） 老子／蜂屋邦夫訳注，2008 年，11-12 頁，202～205 頁。
（43） 荘子／金谷治訳注，1975 年（第二冊，外篇）。145～177 頁。なお，「在宥」（同書 61 頁）というのは，自由
放任と同じである。
（44） E.デュルケム／菊谷和宏訳，2018 年（1895）。
（45） 橋本陽介，2017 年。以上は分りやすい。ついでに以下も参照されたい。長谷川博，2020 年 a。
（46） D.チャーマーズ／林一訳，2001 年，128～135 頁。以上がいうゾンビの意味に照らせば，それは経営的自立
性を求めるのが無理だと分るだろう。






























（48） M.ピュエット・C.グロス＝ロー／熊谷淳子訳，2018 年，42～78 頁。以上では，仁は，きみのもつ状況を読
む力，大局をつかむ力，友人をこの特定の時点へと導いたすべての複雑な要素を理解する力となる。パター
ン化された行動や機械的な習癖はむしろ妨げとなり，礼とは違うという。
（49） 荘子／金谷治訳注訳，1975 年（第二冊，外篇）。167～168，204～217 頁。以上に基づく。
（50） C.ヘルマン＝ピラート・I.ボルディレフ／岡本裕一朗・瀧澤弘樹訳，2017 年。
（51） 荘子／金谷治訳注，1971 年（第一冊，内篇），40～89 頁。以上に基づく。
（52） 老子／蜂屋邦夫訳注，2008 年，50～51 頁。
（53） 荘子／金谷治訳注，1971 年（第一冊，内篇），136-139 頁。
（54） L.マーギュリス／中村桂子訳，2000（1999）年。
（55） 長谷川博，2013 年。41～61 頁。
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Ⅴ　暗黙次元の解明はAI 化されるだけなのか











































































（65） 長谷川博，2013 年，2020 年 a。
（66） E.デュルケム／菊谷和宏訳，2018 年（1895）。以上に基づくが変更している。
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（67） 上田睆亮ほか，1999 年，61～110 頁。以上を参看されたい。
（68） C.レヴィ= ストロース／荒川幾男ほか共著，1972（1958）年。言語と文化の関係が問題となる 3 つのレベル
に言及している。
（69） C.レヴィ= ストロース／大橋保夫編，1979 年。
（70） 長谷川博，2021 年予定。


























　西洋思考的な 1 元論，2 元論，多元論に発するところの基礎と応用だけでなく，むしろ











（73） 上田睆亮ほか，1999 年，3～59 頁。
（74） 長谷川博，2019 年，31 頁。以上に加筆。
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